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「国語」学習指導案
(木) 2階D室 10

単元名おなじことば

単元について

単元

目標

子どもたちは,暫手生の学習や生活において向分の経験や疑問,思いや老えを伝え合うことを繰り返し

経験しており,他者のことぱを受け止めたり,よりよく表現しようとしたりする姿勢が育まれていると

ぢぇる。俗分の中にあることぱをっか0て様々な表現をしたり,他の人の表現を見て自分の表現にいか

したりするような学びを意識し,子どもたちがことぱの世界を広げ,ことぱによる表現を豊かにしてく

ことを期待している。

本単元では,自分の身近にあるものになりきって文にあらわtという活動を行う。そのもの向体とじっ

くりと向き合い,目に見える,あるいは余所賊や経験から想惚できることからその牛新牧や性質を抽出し,

ことぱに表Lてぃく。自分のことぱで身近なものを捉え直しながら表現Lていくことにより,ことぱと

ことばの共起性が整理され,また今まで意識していなか0た部分に目を向けることにつながり,子ども

たちのことぱの世界は広がっていくのではないかと考える。

同じものを選ノνだ子どもどうし,兎切思やアドバイスを交換tる中で,自分の表現を見っめ直したり,

他の人のことぱや表現を観察したり自分のものと比べたりする。同じ題材でもその表され方は様々であ

り,題材そのものに対する多様な捉え方に触れることができるであろうと老える。また,新たに冉く白
分の作品の中に,他の人のよいと思ったことぱや表現,ものの捉え方が反映されていくことで,子ども

たちの表現は豊かになっていくであろう。

子どもたちが,視点の変化を楽しみながら自分のことぱで表現Lてみること,あるいは他の人との交

流を通して重なりや異なりを感じながら表現に活かすことを通し,ことばの世界を広げ,またことぱの

表現を豊かにしていつてほしい。

0身近にあるものを,いろいろな言葉を使ってあらわそうとする。

0他の人の作品を見て,際分の書いた文と比べたり,白分の表現にいかしたりする。

00~10

ちがうことぱ

40 話L合い10

授業者

55~11;45

3 学習指導計画(司,時間巨/全7時間)

(1)作品の害き方を老え,グループごとに題材を決める。

(2)題材を観察し,作品を書K。

(3)グループごとに作品を発表し,交流する。

(4)改めて自分の身近なものをひとつ選び,作品を書く。

(5)完成した作品を読みあい,感想を交流する。

富岡佑太

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

同じものを題材とした作品を発表しあい,兎W課やアドバイスを交換する。

(2)予想される本時の展開

1 作品の発表のしかたを確認する。

主な学習活動と子どもの姿

2 クンレープビとに作品の発表を行い,その後,

作品に関する感想やアドバイスを交換する。

今日の学習で気づいたことや老えたことを記

録する。

3

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

学習活動が子どものことばを豊かにしていくものになっていたか。

住時冏)

(2時問)

(2時問)(本時)

(1時問)

(1時問)

0作品の発表浦よび晃切思やアドバイスの交流にあたっ

ては,単元のはじめに肴えた,古くときに意楡饗する

ことを名鼎点として示t。

0作品をよりよいものにtるために,発表のよかった

ところや鄭しか0たりわかりにくか0たりしたとこ

ろ,アドバイスなどを伝えられるようにする。
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